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　この度は、受賞お
めでとうございます。
私も、この審査に関
わっておりますが、
久喜市の取り組みは、
教育を改革しようと
いう意気込みが素晴
らしいのです。そし
て同時に、地域文化
と人としての教師の
良さを生かすという
温かさが感じられる
ことが魅力なのです。

全
国
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
首
長
協
議
会
会
長
賞
・

日
本
視
聴
覚
教
育
協
会
会
長
賞 
W
受
賞
！

　久喜市では、小学校５・６年生や中学生の教科の
一部に導入されています。

　市ではICT教育をはじめ、さまざまな教育課題に対する
取り組みを、有識者の方の意見も頂戴しながら前進させるた
めの組織として、市内小・中学校の教職員が委員となってい
る７つの研究委員会があり、約160人の教職員が委員になっ
ています。その取り組みの一部を紹介します。

　仮想空間内で、
人と繋がることが
できる良さを感じ
ました。今後の教
育の可能性を探っ
てみたいです。

　資格を取得し、久喜市の教育の前進に貢
献できるよう頑張ります！

　子どもたちの学習意欲が向上し、コミュ
ニケーションを取りながら学びを深め、学
力の向上につながっています。

　学習者用デジタル教科書は教師が教え込む
授業から子どもたちが主体的に学びとる授業
への転換のきっかけになると考えています。

①久喜市版未来の教室研究委員会

　オフィス見学を通し、働き方・職場のあ
り方の固定概念が大きく変わりました。授
業事例の共有やGoogle社講師の方による
研修会では、大いに刺激を受けました。

・Google本社（渋谷ストリーム）研修会・メタバース体験会

　Google for Educationの活用スキルを証明する資
格です。

・Google認定教育者資格取得研修会

・�デジタル教科書の活用実践事例の共有　

　江面小では対話や協働を通した授業改
善を進めています。子どもたちは、相手の
話を興味・関心をもって聴き、考えを理解し、
それに対する自分の思いや考えを伝えるこ
とができるようになってきました。

　子どもたちへ。人と話し合いながら考えて
いると、いつの間にか考えが変わっているこ
とはないかな？それが学ぶということ。だか
ら、これからも対話で考えをよくしていこう。

　GIGAスクール構想と併せて注目されている「デジタル・シティズンシップ」
は、「デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に関与し、参加する能力」と
定義されています。
　情報端末やネット利用は大人も子どもたちにも、日常生活に不可欠なものと
なっています。さまざまな場面でのデジタル技術の利用を前提とすれば、これ
までの情報モラルで扱ってきたような利用の制限・禁止よりは、むしろ、子ども
たちによる創造的・社会的な日常活用を促し、自律と課題解決の力を育てるこ
とが求められています。
　子どもたちの技術スキルは自然と身に付くものですが、デジタル世界での社会
性や倫理を身に付ける場面は限られています。成長の段階に合わせて、それぞれ
が抱えるデジタルのジレンマ課題を丁寧な対話を通じて、学校で育てていくこと
が大切です。
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　「次世代の学校・教育現場を見据えた先端技術・教育デ
ータの利活用推進事業」に参画しています。

②STEAM教育研究委員会

　教科の枠を越えた学びで「未来のイノベ
ーター育成」に取り組んでおり、STEAM
教育はまさにその追い風です。それぞれの
教科の良さを紡ぎ合わせた学びへ、より本
質的な学びの風が、久喜市の学校に吹き始
めています。
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　学校以外の学びの場として、「アバター」と呼ばれる
自分の分身を動かし、仮想の教室で学習する仕組みです。

　「なぜ？」「創りたい！」といった、「？」や「！」
に溢れた学びを推進するチームです。子どもたちがワ
クワクするような探究的な学びを研究しています。

⑤学力向上推進研究委員会
　予測困難な時代に必要な「未来を拓く力」を育成
するため、主体的・対話的で深い学びの授業研究・
改善の方法について研究を進めています。

④社会科副読本研究委員会

　郷土に対する誇りをもつことができるよ
うな副読本や評価問題等の作成を行ってき
ました。今年度は、副読本のデジタル化を
目指しています。

　発問の工夫や授業改善を通じて、自ら問
いを見出し、主体的に問題を解決する生徒
を育てていきたいです。 井井
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③未来の公教育研究委員会
　ICTリテラシーの向上と校務の効率化・自動化を進
めています。
　ICTを活用して汎用的・効率的な校務支援
システムを試験的に開発し、持続的に発展さ
せようとする文化の構築を目指しています。 舩舩
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津津事務主任事務主任
（久喜東小学校）（久喜東小学校）⑦SDGs実現のための

　ESD研究委員会
　全ての小・中学校で「持続可能な社会を実現してい
くための教育（ESD）」に取り組み、SDGｓの視点
を取り入れた授業の在り方について研究しています。

　地域や企業と連携し、地域の資源を使い、
小屋を建てたり、大凧を揚げたりする体験
を通してESDに取り組んでいます。
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　小学校３・４年生が使用する社会科副読本の改訂
や「くき検定」等の取り組みを行っています。

⑥道徳教育研究委員会

　中学校区全体で児童・生徒の豊かな心を
育めるよう、指導の重点や取り組み、授業
改善について話し合い、各校で実践を進め
ています。 己己
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谷谷教諭教諭
（江面小学校）（江面小学校）

　市全体で道徳教育を推進できるよう、研究を進め
ています。

　GIGAスクールにおける学びの充実「情報モラル教育推
進事業」研究指定校として、「デジタル・シティズンシップ教
育」に取り組んでいます。
　より良いデジタル社会を創造し、主体的に
参画していく力の育成に向け取り組みを進め
ています。 青青

あおやまあおやま
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美美さんさん
（久喜小学校長）（久喜小学校長）

－江面小学校－

－久喜小学校－

　久喜市のICT教育の取り
組みの柱である「久喜市版
未来の教室」の実現に向け
た取り組みが評価されまし
たこと、誠に嬉しく思いま
す。各学校の先生方のご努
力、保護者の皆様のご協力、
そして何より子どもたちの
学ぶ力の結果です。今後も、
学校、家庭、地域と連携し、
未来を拓く力を育み、誰一
人取り残さない教育の実現
に向けた取り組みを進めて
まいります。

　国全体で、教育環境のICT
化推進やデジタル社会を担
う人材育成が求められる中、
久喜市のICT教育が評価され
ました事、大変光栄に思い
ます。
　引き続き市民の皆様のご
理解、ご協力を賜りながら、
教育委員会と綿密に連携し、
未来の久喜市を担う子ども
たちが笑顔一杯に過ごせる
教育環境の充実に一層努め
てまいります。
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に講演した内容
（審査員）

　令和４年度は市内２校の実施状況を、市内全ての学校で
情報共有しています。

・�文部科学省実証推進事業の情報共有　
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